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1. 2022年3月期第2四半期の業績（2021年4月1日～2021年9月30日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第2四半期 1,441 15.1 △63 ― △45 ― △50 ―

2021年3月期第2四半期 1,252 △14.7 △208 ― △188 ― △194 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第2四半期 △9.48 ―

2021年3月期第2四半期 △36.80 ―

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期第2四半期 3,875 2,474 63.8 468.14

2021年3月期 4,037 2,533 62.8 479.37

（参考）自己資本 2022年3月期第2四半期 2,474百万円 2021年3月期 2,533百万円

(注)「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当第１四半期会計期間の期首から適用しており、2022年３月期第２四半期に係
る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00

2022年3月期 ― 0.00

2022年3月期（予想） ― 5.00 5.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,200 6.4 30 ― 42 ― 35 ― 6.80

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期2Q 5,355,390 株 2021年3月期 5,355,390 株

② 期末自己株式数 2022年3月期2Q 69,556 株 2021年3月期 69,556 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期2Q 5,285,834 株 2021年3月期2Q 5,285,834 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社としてお約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件
及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種も開始され企業活動

も緩やかに持ち直しつつありましたが、第５波の影響により景気回復は足踏み状態となりました。

　このような状況の中、当社は、kintone（サイボウズ株式会社が提供するビジネスアプリプラットフォーム、基

幹系・管理系のシステムを簡単に開発できるツール）をベースとして自社のノウハウを生かし多業種に対応した基

幹業務系プラットフォーム「kinterp®」をリリースいたしました。さらに、前事業年度に業務提携し販売を開始し

た電子署名・電子契約ソリューションと連携させることも可能となり、今後も拡大が見込まれるリモートワーク需

要に向けたソリューションを展開してまいります。また、ワクチン接種予約に対応した無人電話予約システム「ト

ルテル」を自社で開発し販売を開始、AIを活用しCOBOLなどのレガシーシステムをアーキテクチャー化するソリュ

ーション「JANUS Studio®」を日本国内企業向けに提供を開始するなど、新規ソリューションの提供販売に注力し

てまいりました。

　この結果、当社の当第２半期累計期間の売上高は、14億41百万円（前期比15.1％増）となりました。損益につき

ましては、営業損失63百万円（前年同期は２億８百万円の損失）、経常損失45百万円（前年同期は１億88百万円の

損失）、四半期純損失50百万円（前年同期は１億94百万円の損失）となりました。

　なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号2020年３月31日）等を第１四半期会計期間の期首か

ら適用しており、当第２四半期累計期間の売上高は17百万円増加し、営業損失、経常損失はそれぞれ７百万円減少

しております。詳細については、「２.四半期財務諸表及び主な注記（４）四半期財務諸表に関する注記事項（会

計方針の変更）」をご参照ください。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

　「エンタープライズソリューション事業」

　各業種向けの派遣常駐型システム開発及び受託請負型システム開発案件において、既存顧客及び新規顧客からの

案件引き合いが増加傾向にあり、受注増へと繋がりました。基幹システム系開発については新規引き合いが好調で

あり、BI関連サービスにつきましては、プラットフォーム対応の遅れが影響いたしました。その結果、売上高は９

億46百万円（前年同期比17.7％増）となりました。

　「IoTインテグレーション事業」

　インダストリアルIoT分野及び医療IoT分野においては、既存顧客からの受注は堅調に推移しましたが、新規顧客

におきましては訪問営業の制限等の影響により想定よりも受注が伸びませんでした。医療機関向け自動再来受付シ

ステム等の販売・開発につきましては、医療機関においては引き続き設備投資予算の削減や見送りはありますが、

前事業年度に比べて受注増となりました。自動車搭載セキュリティシステムのロイヤリティ収入等は引き続き堅調

に推移致しました。その結果、売上高は４億95百万円（前年同期比10.5％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第２四半期会計期間末における流動資産は34億61百万円となり、前事業年度末に比べ１億63百万円減少いたし

ました。これは主に受取手形、売掛金及び契約資産が95百万円減少し、仕掛品が31百万円増加したこと等によるも

のです。固定資産は４億14百万円となり、前事業年度末に比べ２百万円増加いたしました。これは主に投資有価証

券が11百万円増加しましたが、無形固定資産が７百万円減少したこと等によるものです。

　この結果、総資産は38億75百万円となり、前事業年度末に比べ１億61百万円減少いたしました。

（負債）

　当第２四半期会計期間末における流動負債は５億８百万円となり、前事業年度末に比べ62百万円減少いたしまし

た。これは主に買掛金が56百万円減少したことによるものです。固定負債は８億92百万円となり、前事業年度末に

比べ39百万円減少いたしました。これは主に長期借入金が60百万円減少し、退職給付引当金が15百万円増加したこ

と等によるものです。

　この結果、負債合計は14億１百万円となり、前事業年度末に比べ１億２百万円減少いたしました。

（純資産）

　当第２四半期会計期間末における純資産合計は24億74百万円となり、前事業年度末に比べ59百万円減少いたしま

した。これは主に四半期純損失の計上および配当金の支払いにより利益剰余金が66百万円減少し、その他有価証券

評価差額金が７百万円増加したによるものであります。

　この結果、自己資本比率は63.8％（前事業年度末は62.8％）となりました。
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(2)キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末と比較して78

百万円減少し、28億42百万円となりました。

　当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、25百万円(前年同期比59.2％減）となりました。これは主に売上債権及び契約資

産の減少による収入１億39百万円、棚卸資産の増加による支出62百万円、仕入債務の減少による支出59百万円、税

引前四半期純損失43百万円によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用された資金は、17百万円（前年同期比70.0％減）となりました。これは主に、有形固定資産

の取得による支出３百万円、無形固定資産の取得による支出12百万円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用された資金は、86百万円（前年同期比1.2％増）となりました。これは主に長期借入金の返済

による支出60百万円、配当金の支払いによる支出26百万円によるものです。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　業績予想につきましては、本資料の公表時点において、2021年５月17日の決算短信で発表しました通期業績予想

に変更はありません。

　本資料に記載されている業績見通し等将来に関する記述は、当社が現時点で入手可能な情報に基づき判断した見

通しであり、多分に不確実な要素を含んでおります。実際の業績等は様々な要因により予想数値と異なる可能性が

あります。
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（単位：千円）

前事業年度
(2021年３月31日)

当第２四半期会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,921,033 2,842,435

売掛金 523,596 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 427,671

製品 4,716 5,519

仕掛品 39,139 71,063

原材料 36,123 35,854

未収還付法人税等 17,118 －

その他 83,398 78,659

貸倒引当金 △77 △61

流動資産合計 3,625,050 3,461,143

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 8,392 13,042

車両運搬具（純額） 2,451 0

工具、器具及び備品（純額） 16,739 15,329

有形固定資産合計 27,584 28,371

無形固定資産

ソフトウエア 90,607 71,038

その他 12,055 24,039

無形固定資産合計 102,662 95,077

投資その他の資産

投資有価証券 206,360 217,397

その他 185,097 183,581

貸倒引当金 △109,210 △109,800

投資その他の資産合計 282,248 291,177

固定資産合計 412,495 414,626

資産合計 4,037,545 3,875,770

負債の部

流動負債

買掛金 133,485 77,032

１年内返済予定の長期借入金 120,000 120,000

未払法人税等 13,964 16,070

賞与引当金 64,194 65,854

受注損失引当金 － 79

その他 239,433 229,431

流動負債合計 571,077 508,468

固定負債

長期借入金 240,000 180,000

退職給付引当金 489,759 505,556

資産除去債務 2,025 2,032

長期未払金 200,815 200,815

その他 － 4,371

固定負債合計 932,600 892,775

負債合計 1,503,678 1,401,244

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

前事業年度
(2021年３月31日)

当第２四半期会計期間
(2021年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,239,480 1,239,480

資本剰余金 973,222 973,222

利益剰余金 324,990 258,221

自己株式 △32,271 △32,271

株主資本合計 2,505,421 2,438,653

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 28,446 35,872

評価・換算差額等合計 28,446 35,872

純資産合計 2,533,867 2,474,525

負債純資産合計 4,037,545 3,875,770
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（単位：千円）

 前第２四半期累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

 当第２四半期累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

売上高 1,252,433 1,441,876

売上原価 1,175,354 1,235,489

売上総利益 77,078 206,386

販売費及び一般管理費 285,699 270,083

営業損失（△） △208,621 △63,697

営業外収益

受取利息 3,186 117

受取配当金 13,187 17,809

助成金収入 6,990 －

その他 599 1,388

営業外収益合計 23,963 19,316

営業外費用

支払利息 1,063 785

為替差損 2,707 －

貸倒引当金繰入額 － 710

営業外費用合計 3,770 1,496

経常損失（△） △188,427 △45,877

特別利益

固定資産売却益 － 2,844

特別利益合計 － 2,844

特別損失

固定資産除却損 0 77

特別損失合計 0 77

税引前四半期純損失（△） △188,427 △43,109

法人税等 6,076 7,020

四半期純損失（△） △194,504 △50,130

（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）
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（単位：千円）

 前第２四半期累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

 当第２四半期累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △188,427 △43,109

減価償却費 17,847 24,960

受注損失引当金の増減額（△は減少） △5,942 79

退職給付引当金の増減額（△は減少） 15,903 15,797

賞与引当金の増減額（△は減少） 4,244 1,659

貸倒引当金の増減額（△は減少） △120 574

受取利息及び受取配当金 △16,373 △17,927

支払利息 1,063 785

為替差損益（△は益） 2,674 △762

助成金収入 △6,990 －

有形固定資産売却損益（△は益） － △2,844

有形固定資産除却損 0 77

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） 432,731 139,580

棚卸資産の増減額（△は増加） △46,704 △62,001

仕入債務の増減額（△は減少） △91,255 △59,289

その他 △56,315 2,003

小計 62,334 △417

利息及び配当金の受取額 13,264 17,193

利息の支払額 △1,039 △758

助成金の受取額 6,990 －

法人税等の還付額 － 17,118

法人税等の支払額 △18,754 △7,509

営業活動によるキャッシュ・フロー 62,794 25,627

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △4,731 △3,224

無形固定資産の取得による支出 △53,704 △12,253

貸付けによる支出 － △1,274

貸付金の回収による収入 567 214

その他 △1,300 △1,300

投資活動によるキャッシュ・フロー △59,168 △17,838

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △60,000 △60,000

ファイナンス・リース債務の返済による支出 － △212

配当金の支払額 △25,407 △26,226

財務活動によるキャッシュ・フロー △85,407 △86,439

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,159 52

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △82,941 △78,598

現金及び現金同等物の期首残高 3,094,925 2,921,033

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,011,984 2,842,435

（３）四半期キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又は

サービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これにより、請負契約による

ソフトウェア受託開発・IoTソリューション開発について、従来は検収基準（工事完成基準）にて収益を認識してお

りましたが、履行義務の充足に係る進捗度に基づき認識する方法に変更しております。また、ソフトウェアプロダ

クト販売の一部において、従来は顧客から受け取る対価の総額を収益として認識しておりましたが、顧客への財又

はサービスの提供における当社の役割が代理人に該当する取引については、顧客より受け取る額から仕入先に支払

う額を控除した純額で収益を認識する方法に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期会計期

間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認識会計基

準第86項に定める方法を適用し、第１四半期会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべての

収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計基準第86項また書き

(1)に定める方法を適用し、第１四半期会計期間の期首より前までに行われた契約変更について、すべての契約変更

を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１四半期会計期間の期首の利益剰余金

に加減しております。

　この結果、当第２四半期累計期間の売上高は17,264千円増加し、売上原価は9,964千円増加し、営業損失、経常損

失及び税引前四半期純損失はそれぞれ7,299千円減少しております。また、利益剰余金の当期首残高は9,791千円増

加しております。

　収益認識会計基準等を適用したため、前事業年度の貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「売掛

金」は、第１四半期会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示することといたしました。な

お、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前事業年度について新たな表示方法により組替

えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）

第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した

情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」

（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定め

る新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これにより、当該会計基準の適用が四半期財

務諸表に与える影響はありません。

（会計上の見積りの変更）

　該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効

税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（追加情報)

　当第２四半期累計期間において、新たな追加情報の発生及び前事業年度の有価証券報告書に記載した情報等につい

ての変更はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期損益
計算書計上額

(注)２
エンタープライズソ
リューション事業

ＩｏＴインテグレー
ション事業

売上高

外部顧客への売上高 804,420 448,013 1,252,433 － 1,252,433

セグメント間の内部

売上高又は振替高
850 17,886 18,736 △18,736 －

計 805,270 465,899 1,271,169 △18,736 1,252,433

セグメント利益又は

損失（△）
42,849 △56,117 △13,267 △195,353 △208,621

（単位：千円）

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期損益
計算書計上額

(注)２
エンタープライズソ
リューション事業

ＩｏＴインテグレー
ション事業

売上高

外部顧客への売上高 946,725 495,150 1,441,876 － 1,441,876

セグメント間の内部

売上高又は振替高
4,770 4,496 9,266 △9,266 －

計 951,496 499,646 1,451,143 △9,266 1,441,876

セグメント利益又は

損失（△）
113,096 △2,969 110,126 △173,824 △63,697

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１.セグメント利益又は損失の調整額△195,353千円は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２.セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業損失と調整を行っております。

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１.セグメント利益又は損失の調整額△173,824千円は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２.セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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